
令和４年１０月号令和４年１０月号 45

地方交付税
24億9668万円
（40.4％）

県支出金
2億8293万円
（4.6％）

繰入金
1億4831万円（2.4％）

町債
7億4630万円
（12.1％）

歳入

その他 1億4817万円（2.4％）

繰越金
2億8738万円（4.6％）

国庫支出金
8億910万円
（13.1％）

地方消費税交付金
1億2250万円（2.0％）

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
　 合 　 計 　

※収益的…水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
※資本的…水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

※

※
6億4530万円
7105万円

7億8412万円
2億3288万円
1億9817万円
19億3152万円

6億1016万円
7046万円

7億6124万円
2億2998万円
1億9534万円
18億6718万円

会　 計　 別 歳  入  額 歳  出  額
水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

1億9561万円
7717万円

1億9690万円
1億2181万円

収　入 支　出

水道事業会計

総務費
20億7749万円
（35.1％）

民生費
7億6032万円
（12.8％）

土木費
7億5992万円
（12.8％）

商工費 7302万円（1.2％）

消防費
5億193万円
（8.5％）

教育費
3億6966万円
（6.3％）

公債費 4億4679万円（7.6％） 議会費 7043万円（1.2％）
災害復旧費
7125万円（1.2％）

農林水産費
6億1200万円
（10.3％）

衛生費
1億7836万円（3.0％）

町税 4億6764万円（7.5％）

歳出
寄附金
6億3530万円
（10.3％）

　

使用料および手数料
3857万円（0.6％）

決 算 審 査 決 議 審 査

決算審査特別委員会

小国　浩文  委員長
お ぐに ひろふみ

齊
藤  

徹
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　
審
査
の
結
果
、
法
令
に
適
合
し
、

計
数
は
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
且
つ
、
予
算
の
執
行
、

会
計
・
経
理
事
務
の
処
理
並
び
に

財
産
の
取
得
・
管
理
・
処
分
に
つ

い
て
も
適
正
と
評
価
致
し
ま
す
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

判
断
比
率
は
、
黒
字
収
支
で
実
質

赤
字
比
率
が
な
く
、
当
町
の
財
政

は
適
正
で
あ
る
と
判
断
致
し
ま
す
。

　
①
将
来
的
に
厳
し
い
財
政
状
況

が
想
定
さ
れ
る
中
「
第
７
次
舟
形

町
総
合
発
展
計
画
」
に
沿
っ
た
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
県
内
市
町
村
第
１
位
の
町
税

収
納
率
の
堅
持
、
未
収
金
対
策
の

推
進
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
等

に
よ
る
自
主
財
源
の
拡
充
、
事
務

効
率
化
を
図
る
な
ど
、
歳
入
・
歳

出
両
面
か
ら
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
を
確
立
し
て
頂
き
た
い
。

　
②
職
員
の
人
材
育
成
の
面
で
は

令
和
３
年
度
の
施
策
並
び
に
そ
の

成
果
を
俯
瞰
し
た
時
、
確
実
に
醸

成
し
て
い
る
も
の
と
高
く
評
価
し

た
い
。
引
き
続
き
人
材
育
成
に
努

め
ら
れ
、
自
主
性
・
自
立
性
の
高

い
行
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
、

更
な
る
町
民
生
活
の
安
定
と
町
内

産
業
・
経
済
の
活
力
増
進
に
邁
進

さ
れ
た
い
。

補
足
意
見

　令和３年度決算審査は、会期中の９月８日から１２日まで特別委員会を設置し、

委員長に小国浩文、副委員長に斎藤好彦を選任し、一般会計、５特別会計、水

道事業会計を慎重に審査しました。

　決算審査特別委員会は、７会計について各委員から活発な質疑がなされ、

予算の執行状況を慎重に審査した結果、妥当と判断しました。財政健全化判

断比率は全て基準内にありますが、なお一層、町民の生活向上に向け、健全

な財政計画に努めることを期待します。

歳
出
の
抑
制
と

　 健
全
な
財
政
運
営
を

一般会計

歳入歳出差引額 2億6171万円

歳入（61億8288万円） 歳出（59億2117万円）

持続可能な財政運営を委員長報告

議
員
　人
口
減
、
た
ば
こ
離
れ
が
進
む
中
、
た
ば
こ
税
が

令
和
２
年
度
の
２
０
１
２
万
７
千
円
か
ら
３
０
６
万
円
増

え
た
要
因
は
何
か
。

住
民
税
務
課
長
　
た
ば
こ
の
税
率
が
上
が
っ
た
た
め
、
本

体
も
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、

ホ
ー
ム
コ
ン
ビ
ニ
で
も
た
ば
こ
を
販
売
し
て
お
り
、
税
収

増
に
つ
な
が
っ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

議
員
　固
定
資
産
税
、
不
能
欠
損
額
２１
万
９
千
９
百
円

（
９
名
２３
件
）の
内
容
は
。
ま
た
、
最
高
額
は
い
く
ら
か
。

住
民
税
務
課
長
　
生
活
保
護
に
移
っ
た
方
と
、
分
納
は
さ

れ
て
い
る
が
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
家
庭
の
生
活
状
況

を
加
味
し
て
５
年
間
経
過
し
た
た
め
の
不
能
欠
損
※
で
、

最
高
額
は
８
万
４
千
円
で
す
。

※
不
能
欠
損
（
ふ
の
う
け
っ
そ
ん
）
…
徴
収
す
る
金
額
が
決
定
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
理
由
で
徴
収
が
行
え
ず
、
地
方
自
治
体
が
将
来
的

に
も
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
。

議
員
　令
和
２
年
度
と
比
較
し
温
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
が
伸
び
て
い
る
が
要
因
は
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は

全
体
的
に
利
用
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

関
し
て
は
、
野
球
で
の
使
用
、
高
校
生
の
サ
ッ
カ
ー
部
の

合
宿
、
地
区
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
の
使
用
、
山
形
方
面
か
ら

の
練
習
試
合
で
の
使
用
等
が
あ
り
利
用
者
数
が
伸
び
て
お

り
ま
す
。

議
員
　町
本
部
指
揮
車
の
発
電
は
１
５
０
０
Ｗ
と
な
っ
て

い
る
が
、
避
難
所
側
の
受
電
側
設
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
車
か
ら
直
接
建
物
に
電
気
を
供
給
で
き
な
い
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
避
難
所
や
建
物
へ
の
直
接
供
給
で
は
な

く
、
電
源
と
し
て
や
、
投
光
器
等
へ
の
供
給
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
議
員
　児
童
福
祉
費
補
助
金
の
段
階
的
負
担
軽
減
交
付
金
、

出
産
支
援
給
付
金
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
補
助
金
な
の

か
。

健
康
福
祉
課
長
　
段
階
的
負
担
軽
減
交
付
金
は
、
現
在
の

３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
保
育
料
無
償
化
と
同
様
に
、
今

後
段
階
的
な
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
供
の
保
育
料
無
償
化
に

向
け
た
負
担
軽
減
の
た
め
の
交
付
金
で
す
。

　
出
産
支
援
給
付
金
は
、
現
在
出
産
一
時
金
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
出
産
費
用
軽
減
の
た
め
、
追
加
で
給
付
す

る
給
付
金
で
す
。

た
ば
こ
税

質
答

応
疑

歳
　入

発
電
設
備

歳
　出

固
定
資
産
税

施
設
使
用
料

児
童
福
祉
補
助
金

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

町で一番広く、整備された多目的グラウンド

1500W発電可能な町本部指揮車


